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令和６年度富山県高等学校教育研究会情報部会 

「プログラミング指導の実践」 

 
学 校 名 金沢大学附属高校 
指導者 職・氏名 教諭・斎藤 瑞紀 

 
 
１ 生徒の状況 

本校生徒は附属中学校以外の中学校から約半分の生徒が入学しており，中学校までの技術家庭で

体験したプログラミングの内容は様々である。また，本校では個人でパソコンを用意しており，持

っているデバイスは個人で異なる。プログラミング言語はPythonを使用し，Visual Studio Codeで

実行しており，他教科で使用するアプリケーションとともに，事前にセットアップの時間をとり実

行できる環境を整えている。 

１学期は，問題解決方法やデータの分析，メディアと情報デザインの分野を行った。Word，Excel，

PowerPointを使用し，パソコンの基本操作に不慣れだった生徒が少しずつ慣れるよう授業設計して

いる。２学期は法規や権利，モデル化シミュレーションの後，プログラミング分野を行っている。 

 

２ プログラミング学習における教材選定の理由 

 プログラミング学習では，学習を進めるうちに，「なぜ」「どうして」よりも，とにかく実行し

て正しい答えが出てくることがゴールになりがちだと感じている。また，深く学ばせるだけの時間

がないことも悩ましい。 

昨年度は，最終的に様々なアプリケーションソフトウェアがもつ“検索”や“並べ替え”などの

機能を実現することで，生活の中で情報技術が問題解決に活かされていることを実感させたいと考

えた。また，アルゴリズムの表現方法や正確に表現する重要性を学習しながら，アルゴリズムによ

る効率の違いを実感させたいと考えた。 

そこで最終的な課題を「クイックソートのアルゴリズムの理解」に設定した。これは関数の有用

性や，ほかの選択ソート，バブルソート，挿入ソートなど古典的なアルゴリズムと比較することで

アルゴリズムによる効率の違いを考えさせたいと考えたからである。単元全体の流れは以下の通り

である。 

 

単元（題材）の指導と評価の計画（総時数 11 時間）  

ねらい・主な学習活動 
 

１．基本制御構造を理解し，簡単なアルゴリズムを設計し，プログラムを実行
できる 3 時間 

２．基本制御構造を用いた簡単アルゴリズムを考え，コーディングできる（レ
ポート作成） 1 時間 

３．線形探索のアルゴリズムを理解し，リストを用いてプログラムをコーディ
ングできる。 1 時間 

４．選択ソート，バブルソート，挿入ソートのアルゴリズムを理解し，プログ
ラムをコーディングできる。 3 時間 

５．コードを読み，クイックソートのアルゴリズムを理解し，表現する。 2 時間 

６．アルゴリズムの違いを理解する。 1 時間 
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３ 指導方針 
  基本制御構造や，入出力，演算子，変数，配列など基本的な知識技能を学習する過程で，簡

単なアルゴリズムを考える機会を設けながら授業を展開する。（他の教科との連携を考え，数

学の期待値が難しすぎず考えやすそうだと感じた。） 
その後古典的なソートのアルゴリズムを学習し，フローチャートを書いたり，フローチャー

トをもとにコーディングしたりする。特にバブルソートなどはアルゴリズムがわかりやすいが，

それをどのように入力すればよいか悩む生徒も多いので，ここでフローチャートの有用性を実

感させたい。また，生徒にとって「少し悩んだら出来る」くらいの難易度の課題を与えたいの

で，フローチャートも穴埋めから始め，少しずつ自力で作れるように授業展開を工夫したい。 
学習を進めるうえでコーディングを行うことが目的にならないよう留意し，アルゴリズムそ

のものについて考えさせられるよう声掛けを工夫したい。 
 
 
４ 単元（題材）の評価規準 
 

時数  主な学習活動 知
技 

思
判
表 

態
度 

評価の方法等 

1 
2 
3 

演算子の使い方，入出力，表示の仕方，データの種
類と変数の使い方など， 基本的な文法を理解し，
簡単なアルゴリズムを考える中で活用することが
できるようにする。 

〇   行動観察 
成果物 

4 

① 「ある数値を入力し，その数値より小さい素数
をすべて出力する」 

② 「十二面体サイコロを２つ投げ，出目が異なる
場合は２数の積の1000倍，出目が同じときは１
万円のお年玉がもらえるときの期待値を出力す
る」 

の２つのコードを提出させる。①に関しては前単元
（アルゴリズムの方法）で学習し，アルゴリズムは
フローチャートでまとめてある状態からコーディ
ングを行う。②は数Aの内容を踏まえ，学習したば
かりの期待値の復習もかねてアルゴリズムから考
える。 
 

 〇 〇 レポート 

5 

配列について理解し，基本制御構造と合わせて簡単
なプログラムを作成し実行する。 
また，線形探索のアルゴリズムを学び，プログラム
を実行する。 

〇 〇  行動観察 
成果物 

6 
7 
8 

選択ソート，バブルソート，挿入ソートの概念につ
いて説明し，カードを使用しアルゴリズムをペアで
説明し合ったり，フローチャートで表現したりする
活動を通して理解を深める。 
また，アルゴリズムをコーディングする際に，正確
に書くことの重要性を実感させるとともに，ループ
の回数や範囲を考えさせたり error修正を繰り返し
行うことを通して，コードやアルゴリズム自体を振
り返り評価する。 
 

 〇 〇 行動観察 
成果物 
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9 
10 

クイックソートのアルゴリズムをコードから読み
取り理解する。このとき，関数の仕組みについて理
解し，その有用性を実感できるようにする。 
また，アルゴリズムを理解する際，手元のカードで
 i や j を動かしながら考え，ワークシートにフロ
ーチャート等で表現する。 
 

〇 〇 〇 
行動観察 
成果物 
ワークシート 

11 

配列の個数を増やし，学習したソートのアルゴリズ
ムを比較することで，その違いについて考える。 

    

   
 
 
５ 10時間目クイックソートのアルゴリズム 

学 習 活 動 評価と配慮事項 

出欠確認 

１．前時の振り返りとして，クイックソートのアルゴリズムのイメー

ジを再度確認し，「関数」の仕組みとその有用性について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．２人ペアまたは３人ペアになり，コードを参考にしながらカード

を用いてクイックソート実行時のコンピュータの動きを再現する。 

◇「手持ちの数字カードを７枚取り出し，「i」「j」を用いてコンピ

ュータの動きを再現してみましょう」 

◇「できたところは，配列そのものや配列数を変更して，再度再現し

てみましょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・様子をみて「ｐ」のカード

を配布する。 

・必要なグループには，机間

指導にて配列個数 n に対

して「n-1」がどこを指し

ているか考えさせる。 
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◇「クイックソートのコードを配付するので，適切な位置で配列を

printし確かめてみてもよいでしょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．クイックソートについて，ワークシートにまとめる。 

◇関数を含むフローチャートは初めて考えるので，例を用いて書き方

を説明する。 

◇昨年度のレポートを見せ，ループごとに配列を書くことで説明する

書き方も説明する。 

 

４．本時のまとめと次回の展開 

・クイックソートのように同じ作業を別の範囲で繰り返すとき，関数

が有用であることを確認する。 

・クイックソートは今までのソートと比べてどのくらい早いのか実験

し，次回はなぜこのような差ができるのか考えることを確認する。 

 

 

 

・必要なグループには，配列

が書いてあるデッキを配

付し，i と data[i]の違い

を意識させる。 

・必要なグループには，出来

ているグループからアド

バイスに行かせ，なるべく

生徒間のコミュニケーシ

ョンを中心に理解が深ま

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・概ね時間内にまとめきれな

いことが予想されるので，

適当な時間で切り上げ，後

日提出方法を確認する。 

・ワークシートをもとに評価

を行う。 

 

・選択ソートとクイックソー

トで同じ配列を並べ替え，

どのくらい時間に差があ

るのか実際に実行してみ

る。 

【配布コード】 
 
import random 
n=15 
data=[0]*n 
for i in range(n): 
    data[i]=random.randint(1,99) 
 
def quick_sort(left,right): 
    i=left 
    j=right 
    p=data[(left+right)//2] 
    while True: 
        while data[i]<p: 
            i=i+1 
        while data[j]>p: 
            j=j-1 
        if i>=j: 
            break 
        data[i],data[j]=data[j],data[i] 
        i=i+1 
        j=j-1 
    if left < i-1: 
        quick_sort(left,i-1) 
    if right>j+1: 
        quick_sort(j+1,right) 
 
print(data,"←元のデータ") 
quick_sort(0,n-1) 
print(data,"←ソート後のデータ") 
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６ 昨年度反省点 
 
 特に２階層目のソートを行う段階で，Leftとrightの位置がわからなくなってしまった生徒が見受

けられた 
→「数字カード」「i, j, pカード」のほかに「left,rightカード」もあると良かったのではない。 

 並び替えていて，うまくいかなかったときに，元の状態に戻せなくなり，どこが間違ったかわか

らなくなってしまっていた 
→練習問題のような形で，特定の数字の並びを全員で共有し，途中経過も含めて答えが共有しや

すいように工夫するとよいのではないか。 
→一階層目のソートが終わるタイミングはどんなときなのか整理するなど，細かくステップを踏

ませるような活動を入れるとよかったのではないか。 
 時間内でなかなか理解しきれない生徒が家で試行錯誤できるようにしたい。 

→せっかく授業中にコードを配ったので，プリント関数を途中にはさむことなどを少し解説でき

ていれば，生徒が家に帰ってから試行錯誤できたのではないか。特にiとjが今どこにあるのか

は，出力させることで解決できる部分も大きかったのではないか。 
（ここまでの選択ソート，バブルソート，挿入ソートの過程で，実行途中でプリント関数を挟む

作業を行ってきていた。後半にコードを使用して考える方法を伝えればよかった。） 
 
 
















